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名古屋市立大学看護学部:
嶌 田 理 佳1)(学会事務局長)
伊 藤 裕 子2)(会計)
明 石 恵 子1)(学術集会長)
1)名古屋市立大学看護学部
2)元名古屋市立大学看護学部
第10回日本 ク リテ ィカルケ ア看護学会学術集会
を2014年5月24日・25日に名古屋国際会議場 にて
開催 しま した。"い のち""ひ と""と き"を つな
ぐ、 とい うメ ッセー ジを こめた テーマ 「つな ぐ ・
ひ ろげる ク リテ ィカルケ ア看護」 の もとに ク リ
テ ィカルケ ア看護 に熱い思いを抱 く多 くの人々が
一堂に会 して、 活発な情報交換を行い ま した。 こ
こに、本学術集会の開催報告をいた します。



















育研究』、 この3つ の視点でク リティカルケア看
護の新たな可能性を探り、それを社会に発信する
ことをねらいとしました。(図1)
図1 学術集会のポ スター ・チ ラシのデザイ ン
3つの輪 はそれぞれ"い の ち""ひ と""と き"を 示 し、 これ
らが重な り合 うことは 『つな ぐ』を意味 して いる。 デザ イ ンには
学術集会のサ ブテーマ 「いの ち:命 を尊 び、命を護 る看護実践」
「ひ と:人 ・組織 との協働 と連携」 「とき:過 去を知 り、未来をつ
くる教育研究」の メ ッセ ージが込め られて いる。
図2 プ ログラム
2)プ ログラム(図2)
学術集会 の主なプ ログラムは教育講演、 シンポジウム、
交流セ ッシ ョン、プ ラクテ ィスセ ミナ ー、一般演題、共
催セ ミナー と しま した。プ ログラムの企画段階で は、各
プ ログラムの テーマや内容が 「命(実 践)」「人(連 携)」
「時(教 育 ・研究)」の3つ のいずれ に属す るのかを確認
し、決定の際に は偏 りが生 じないよ うにバ ラ ンスを考慮
しま した。
学術集会 は開会式 に続 き、明石恵子集会長 による集会
長講演で幕を開 けま した。一般市民向 けにはナ ーシ ング
サイエス カフェや市民公開講演会 も開催 し、多数の来場
者を迎え ま した。























医療の安全 と質向上 に必要 な医療対話推進者－:
稲葉一人氏(中 京大学法科大学院)

























①クリティカルケア領域の ヒヤ リハ ットをど










① 口演:「 呼吸 ・循 環管理」(10題)、「看 護
































図3 ナー シング ・サイエ ンスカ フェのチ ラシのデザイ ン
ろう－
(12)市民公開講演会(図4)

















本学術集会へは多 くの企業か ら協賛の申 し出
をいただきました。内訳としては、共催セミナー
10社、企業展示 24社、書籍展示 3社、広告掲
載 15社、寄付 3社、助成 2法人、でした。




















こう して迎えた学術集会当 日、企画委員の多 くがプ ロ
グラムの演者や座長 を兼務 しなが ら運営に従事 しま した。
運営 スタ ッフの実行委員 ・ボラ ンティアの方々 には、前
日のオ リエ ンテーシ ョンか ら当 日の業務 にか けて ご活躍




学 術 集 会 長 明 石 恵 子
(名古屋市立大学看護学部)
事 務 局 長 嶌 田 理 佳
(名古屋市立大学看護学部)
庶 務 森 木 ゆう子
(摂南大学看護学部)
会 計 丸 谷 幸 子
(名古屋市立大学病院)
伊 藤 裕 子
(名古屋市立大学看護学部)
プログラム委員 伊 藤 聡 子
(神戸市立医療セ ンター中央市民病院)





広報 ・渉外委員 薊 隆 文
(名古屋市立大学看護学部)




奥 田 晃 子
(名古屋第二赤十字病院)
会場運営委員 清 水 真名美
(名古屋市立大学病院)
鈴 木 伴 枝
(名古屋市立大学病院)
大 野 美 香
(名古屋医療セ ンター)
懇 親 会 委 員 小 倉 久美子
(愛知医科大学看護実践研究セ ンター)
竹 中 利 美
(半田市立半田病院)
写真1 集会長講演 写真2 講演会場
写真3 ポスター会場 写真4 実演によるセッション
写真5 企画委員会
